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求人企業支援に係る課題とjob tagの活用例

顧客企業への理解
を深めたい

求人要件整理
を支援したい

求人票作成
を支援したい

その他の活用

job tagを

活用して 顧客の業務を知る

job tagを

活用して 仕事の内容を明確化する

job tagを

活用して 労働市場情報を紹介する

job tagを

活用して job tagの活用の例

求人支援業務の流れの例

job tagを

活用して 求人要件を明確化する

１ 2 ３

参考

❶～❸の課題に対し、job tagを活用する例を掲載しています。

job tagを

活用して 雇用条件の緩和を図る
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活用例一覧 こんなときにjob tagを活用できます。活用例をご覧ください！

１．顧客企業への理解を深めたい
１．１ 顧客の業務を知る ➔ 顧客企業が有する職業のイメージを掴む

２．求人要件整理を支援をしたい
２．１ 求人要件を明確化する ➔ 人材採用支援・業務整理支援で求人要件を整理する

２．２ 障がい者の採用を支援する ➔ 障がい者雇用の業務切り分けを行う

３．求人票作成を支援をしたい
３．１ 「仕事の内容」欄を充実させる ➔ 職業情報から仕事の内容や求める経験・資格等を抽出する

３．２ 「自社PR」欄で企業や仕事の魅力を伝える ➔
①求人票に社風等を記載する

②求人票に入社後に身に付けられる資格・スキル等を記載する

３．３ 雇用条件の緩和を図る ➔
①統計データや他社の職場情報を確認し条件緩和を促す

②求人検索から他社の求人情報を参照し条件緩和を促す

３．４ 雇用条件（労働時間や性別、賃金等）についての労働

関係法令を説明する
➔ 雇用に関する法定事項を説明する

３．５ 求職者に仕事の内容を具体的にイメージしてもらい応募

を集める
➔

求人票やPOPなどにjob tagの職業情報の動画のQRコードを記

載する

（参考）その他の活用
（参考）１ 採用計画について助言する ➔ job tagの「求人ガイド」を紹介する

（参考）２ 労働市場情報を紹介する ➔ job tagの「統計データ」を紹介する

（参考）３ 社員の自己理解を深めるツールを紹介する
➔

job tagの「興味検査」、「価値観検査」、「ポータブルスキル見え

る化ツール」等を紹介する

（参考）４ 社員の不足スキルを把握するツールを紹介する ➔ job tagの「人材活用シミュレーション」を紹介する

（参考）５ 職務定義表の作成を支援する ➔ 各部署の職務定義表の作成を促す
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1.顧客企業の理解 2.求人要件整理 3.求人票作成 （参考）その他の活用

１．顧客企業への理解を深めたい
１．１ 顧客の業務を知る
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1.顧客企業の理解 2.求人要件整理 3.求人票作成 （参考）その他の活用

１．１ 顧客の業務を知る

担当者は、職業知識の有無に関わらず様々な分野の顧客企業に対応する必要がある背景

対応策

顧客の事業や業務内容を理解した上で求人開拓や求人支援を行うことができる効果

企業が有する職業の情報をjob tagの「職業情報」で事前に確認しイメージを掴む

「商品企画開発（チェーンストア）」

職業情報ページ
「生産・品質管理技術者」

職業情報ページ

求人企業（例）

金融業 小売業 製造業

求人企業が有する職業の情報を事前に確認した上で、求人開拓を行う

求人開拓担当者

「銀行・信用金庫渉外担当」

職業情報ページ

需給調整機関の声

求人支援担当者 自分が詳しくない職業の求人支援を行う際に、事前に仕事内容などを確認してから支援を行うことができる。
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1.顧客企業の理解 2.求人要件整理 3.求人票作成 （参考）その他の活用

２．求人要件整理を支援をしたい

２．１ 求人要件を明確化する

２．２ 障がい者の採用を支援する
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1.顧客企業の理解 2.求人要件整理 3.求人票作成 （参考）その他の活用

２．１ 求人要件を明確化する

求人要件の整理が不十分な求人がある背景

対応策

✓ 求人要件を整理した上で求人票が作成できる

✓ 複数の需給調整機関への求人要件伝達の際の基となる情報として管理できる
効果

求人企業にjob tagの「人材採用支援」機能を使って職務要件シートを作成するようアドバイスする

job tagトップページ

STEP.1 求める人材に近い職業を選択

STEP.2 職務要件を設定

職務要件シートをもとに求人票を作成

職務要件シート(Excel)

Excel形式でダウンロード

できます 求人票

自社の求人要件に合わせて

内容を編集してください

「人材採用支援・職務整理支援」機能は、job tagの職業情報をベースに自社の職務に合わせてカスタマイズすることで、職務要件が整理できる機能です。

需給調整機関の声

求人支援担当者
求人票の記載が少ない場合に、職務を具体化してもらう必要があるが、企業側が上手く説明できない時がある。そういった

際にjob tagを使って整理ができる。

求人支援担当者 タスクの編集機能は、ベースがあることにより効率的に整理ができて良い。
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1.顧客企業の理解 2.求人要件整理 3.求人票作成 （参考）その他の活用

（参考）人材採用支援・職務整理支援（職務要件シート）

人材採用支援・職務整理支援機能で設定した要件は、「職務要件シート」としてExcelで管理できます。

仕事の内容、関連資格、タスク、スキル・知識・興味・価値観・仕事の性質などを職務ごとに管理す

ることができるため、採用の場面や業務整理の場面など様々な場面で活用できます。

ポイント
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1.顧客企業の理解 2.求人要件整理 3.求人票作成 （参考）その他の活用

２．２ 障がい者の採用を支援する

企業は障がい者の採用を進める必要がある背景

対応策

各部署の「タスク」とその実施率や、仕事の性質を整理した上で障がい者雇用の業務切り分けをすることが

できます
効果

各部署のマネージャーと採用担当者が障がい者が行う業務の切り分けをする際、 job tagの「人材採用支援・

業務整理支援」を使うことをアドバイスする

job tagトップページ

人材採用担当者

各部署のマネージャーは自部署の職務要件シートを

作成する

各部署のマネージャーに人材採用支援・業務整理支援

（職務要件シートの作成）を依頼
各部署の職務要件シートから

障がいの特性に応じた業務を抽出し、

各部署と切り出し可能か調整する

部署Aの職務要件シート

部署Bの職務要件シート

部署Cの職務要件シート

人材採用担当者

各部署と調整し切り出した業務の

障がい者向け求人票を作成する

需給調整機関の声

求人支援担当者 障がい者向けの求人票を作成する際、job tagを使ってタスクベースでの求人要件整理ができる。
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1.顧客企業の理解 2.求人要件整理 3.求人票作成 （参考）その他の活用

３．求人票作成を支援をしたい

３．１ 「仕事の内容」欄を充実させる

３．２ 「自社PR」欄で企業や仕事の魅力を伝える
① 社風等

② 身に付くスキル等

３．３ 雇用条件の緩和を図る
① 統計データや他社の職場情報等の参照

② 他社の求人票の参照

３．４ 雇用条件（労働時間や性別、賃金等）についての労働関係法令を説明する

３．５ 求職者に仕事の内容を具体的にイメージしてもらい応募を集める



10

1.顧客企業の理解 2.求人要件整理 3.求人票作成 （参考）その他の活用

３．１ 「仕事の内容」欄を充実させる

仕事の内容や求める経験・資格等が詳細化されていない求人票がある背景

対応策

求職者に仕事の内容が伝わる求人票が作成できる効果

求人企業にjob tagの「職業情報」から、仕事の内容や求める経験・資格等を抽出し求人票に記載するよう

アドバイスする

職業情報ページ

「タスク」・「仕事の内容」

仕事の内容

予約を受け、来店した飼い主から希望を聞いて、作業
を進めます。健康状態をチェックし、毛をとかし、シャン
プー・リンス・ドライヤーや耳そうじ、また、爪きりなどグ
ルーミング（手入れ全般）を中心に行い、長毛犬種
はトリミングも行います。
＜タスク＞
• 毛をくしでとかし、毛玉取りをする。
• 犬の爪切りや耳の掃除。
• バスタブで犬にシャンプーをしてドライヤーで毛を

乾かす。
• 犬の健康状態をチェック。
• 予約を受け付ける。
• 発注を行う。

求める経験・資格

＜経験＞
• 接客経験のある方
• 売上やコストなどのデータ入力の経験のある方
＜資格＞
• トリマー取得者優遇

「関連資格」

求人票

「どんな仕事？」

需給調整機関の声

求人支援担当者
求人票の「仕事の内容」の記載を「〇〇業務全般」など1、2行で終わらせてしまう事業所がが多い。具体的にどういう業務

なのか問いかけても文字にできない。そういった時に、job tagを見本にするという活用ができる。

求人支援担当者

未経験者を求めている求人なのに、仕事の内容欄が専門用語ばかりで難しい内容になっている企業も多く、その際に、job 

tagの職業情報ページを参照するよう勧めたり、求人検索で他社の求人内容を見せることによって修正したほうが良いという

ことに納得感を持ってもらえる。
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1.顧客企業の理解 2.求人要件整理 3.求人票作成 （参考）その他の活用

３．２ 「自社PR」欄で企業や仕事の魅力を伝える ①社風等

企業の特徴や社風等を求人票に記載する助言する背景

対応策

企業の特徴、社風等が求職者に伝わる求人票が作成できる効果

job tagの「しごと能力プロフィール」の「興味」、「仕事価値観」、「仕事の性質」などの情報を使って社風等

を求人票に記載するようアドバイスする

私生活との両立

自社PR

【私生活との両立】
比較的自由にシフトが組めるので、私生活との両立
ができます。

【社会的な仕事】
世の中になくてはならない仕事なので、人や社会に貢
献することが好きな人が多い職場です。

職業情報ぺ―ジ

「しごと能力プロフィール」

仕事価値観

しごと能力プロフィール

の活用例
求人票

需給調整機関の声

求人支援担当者 job tagの一般的な情報から自社の強みは何なのか抽出できる。

求人支援担当者 自社のPRポイントが分からない企業に、job tagから選択肢を提示できるとそこから選んでもらえる。

求人支援担当者 自社の魅力に気づいていない企業もあるので、それを引き出すきっかけになる。
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1.顧客企業の理解 2.求人要件整理 3.求人票作成 （参考）その他の活用

３．２ 「自社PR」欄で企業や仕事の魅力を伝える ②身に付くスキル等

応募者を集めるため、入社後に身に付けられる資格・スキル等を求人票に記載して会社や仕事の魅力を伝える

職業情報ページの「就業するには？」、「労働条件の特徴」

背景

対応策

スキルや知識を身に付けたいと考える若年層や未経験者の応募が集まる求人票が作成できる効果

job tagの職業情報を使って入社後に習得できることを求人票に記載するようアドバイスする

自社PR

資格は入社後に取得できます。「第一種電気工事士」、「第二種電気工事士」などを取得することで、従事できる業務の範囲が広がります。
入社後、やりたい仕事、自分の目標に合った資格を目指すことができ、会社でも資格取得を支援します！もちろん、資格を取得すると、給与もアッ
プします。

複雑で高度な電気設備が採用されるようになっており、こうした施設、設備等の変化に伴う高度な技能が電気工事士には求められています。
数人のチームで行う作業をこなしていくことで、高度な技能を取得できます！

需給調整機関の声

求人支援担当者 未経験者や若手の募集に有効だと思う。
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1.顧客企業の理解 2.求人要件整理 3.求人票作成 （参考）その他の活用

３．３ 雇用条件の緩和を図る ①統計データや他社の職場情報等の参照

背景

対応策

平均的な条件を提示し、求人条件緩和を促すことができる効果

job tagの「統計情報」やjob tagと連携している「しょくばらぼ」を一緒に確認することで雇用条件の緩和を促す

職業情報ページ

「統計データ」

求人票

求人条件の緩和を促し求人票に反映する

求人受理

担当者

企業の

求人担当者

一般的な

• 賃金

• 就労時間

• 雇用形態

• 有効求人倍率 などを一緒に確認することで

賃金や雇用形態などの雇用条件が厳しく応募が見込まれない

需給調整機関の声

求人支援担当者 「同職種で求人している他社は高卒OKとしています」と言って緩和してもらうことができる。
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1.顧客企業の理解 2.求人要件整理 3.求人票作成 （参考）その他の活用

ハローワークインターネットサービス
job tagで閲覧していた職業と同じ職業分類の

他社求人が表示されます。

３．３ 雇用条件の緩和を図る ②他社の求人票の参照

賃金や雇用形態などの雇用条件が厳しく応募が見込まれない背景

対応策

平均的な条件を提示し、求人条件緩和を促すことができる効果

job tagの「求人検索」からハローワークインターネットサービスの他社の求人情報を一緒に確認することで、

雇用条件の緩和を促す

求人票

求人受理

担当者

企業の

求人担当者

「ハローワークインターネットサービス」へ

リンクします

他社の求人票

他社の求人票を一緒に確認することで

求人条件の緩和を促し求人票に反映する

需給調整機関の声

求人支援担当者
求人企業は、他社の情報（自社が提示している賃金が他社と比べて高いのか安いのか、仕事内容の書き方など）を求め

る場合が多いので、一般的な職業情報と個別の求人票を一元的に参照できるのは良い。
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1.顧客企業の理解 2.求人要件整理 3.求人票作成 （参考）その他の活用

３．４ 雇用条件（労働時間や性別、賃金等）についての労働関係法令を説明する

求人企業に雇用に関する法定事項に関する知識がない課題

対応策

労働関係法令について知識が不足している企業に対し資料を使って説明できる効果

job tagの「求人ガイド」や「労働法の基礎知識」、「全国最低賃金一覧」へのリンクなどを活用して法定

事項を説明する

job tagトップページ

「便利な情報など」＞「各種ツールなど」

・求人ガイド（PDF）

便利な情報など

・労働法の基礎知識（リンク）

・全国最低賃金一覧（リンク）

求人ガイド

p.16 2「.4.2 法定事項の確認」

求人広告を作成し掲載する際

の明示しなければならない事項

や禁止されている事項を説明し

ています。

需給調整機関の声

求人支援担当者
求人企業の中には労働関連法令を理解していない企業がある。その説明に時間がかかるためjob tagから資料を提示でき

るのは良い。
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1.顧客企業の理解 2.求人要件整理 3.求人票作成 （参考）その他の活用

３．５ 求職者に仕事の内容を具体的にイメージしてもらい応募を集める

求職者が仕事の内容をイメージできないため応募が少ない背景

対応策

✓ 求職者が知らなかった仕事内容を紹介することができる

✓ 求職者に仕事のイメージを持ってもらえる

✓ 求職者にこの職業の魅力を知ってもらえる

効果

求人サイトの個別の求人ページやPOPなどにjob tagの職業情報の動画のQRコード・URLを記載する

お仕事のイメージは
こちらの動画で
確認できます！➔
※job tag
(職業情報提供サイト（日本版O-NET））の動画です。

求職者

動画の視聴でより具体的な

イメージが沸く

例：「保湿工事」の職業情報ページの動画

WebサイトやSNSに動画を掲載したい場合

job tagのページはリンクフリーになっています。厚生労働省名で著作権表

示をした上で、job tagトップページまたは職業情報詳細ページ等のURLを

リンクしてください。

著作権表示例：

厚生労働省「job tag(職業情報提供サイト(日本版O-NET))」より

ただし、写真や動画を転載する場合には、使用許諾の手続き※が必要に

なります。（使用許諾の詳細は「職業情報提供サイト（日本版O-NET）に掲載す

る写真・動画の使用許諾に関する規程」を参照してください）

※手続きには時間を要します。また、申請しても許諾が得られない場合があります。

ポイント

需給調整機関の声

求人支援担当者
job tagの動画はとても分かりやすいため、求人票と一緒にイメージとして示すことができるのは求職者・求人企業双方にとっ

て良い。
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1.顧客企業の理解 2.求人要件整理 3.求人票作成 （参考）その他の活用

（参考）その他の活用
（参考）１ 採用計画について助言する

（参考）２ 労働市場情報を紹介する

（参考）３ 社員の自己理解を深めるツールを紹介する

（参考）４ 社員の不足スキルを把握するツールを紹介する

（参考）５ 職務定義表の作成を支援する
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1.顧客企業の理解 2.求人要件整理 3.求人票作成 （参考）その他の活用

（参考）１ 採用計画について助言する

採用計画がきちんと立てられていない顧客企業に対応することがある背景

対応策

job tagの情報を活用し、求人企業と一緒に採用計画を整理できる効果

job tagの「求人ガイド」を使って採用計画を整理する

job tagトップページ

「便利な情報など」＞「各種ツールなど」＞求人ガイド・ワークシート

求人ガイドには、採用活動の流れや各ステップでのアドバイス、求人にお

けるjob tagの有効な活用方法が掲載されています。

さらに、採用計画の策定・求人要件の整理・自社情報の整理ができる

ワークシートも添付されているので、「人材を採用したいがどのように採用

活動を進めたらよいか分からない」という企業に参考になります。・求人ガイド（PDF）

・求人ガイドワークシート（Excel）

便利な情報など
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1.顧客企業の理解 2.求人要件整理 3.求人票作成 （参考）その他の活用

（参考）２ 労働市場情報を紹介する

景気動向や平均的な労働条件等を知りたい企業が多い背景

対応策

✓ 平均賃金、有効求人倍率、労働者過不足判断など、企業が知りたい情報を提供することができる

✓ 景気動向等を定量的に説明することでより説得力のある会話ができる
効果

job tagの「統計データ」を紹介する

職業情報ページ

「統計データ」

求人開拓

担当者

企業の

求人担当者

職業情報ページの「労働条件の特徴」の「統計データ」では、職業ごとに、

都道府県別の就業者数・労働時間・平均賃金（年収）・平均年齢、

ハローワークの求人賃金（月額）・有効求人倍率が掲載されています。

また、「一般的な職業形態」や、「産業景況データ」として労働者過不

足判断・法人企業景気予測のグラフなども見ることができます。

「産業景況データ」

「労働者過不足判断」

「法人企業景気予測」
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1.顧客企業の理解 2.求人要件整理 3.求人票作成 （参考）その他の活用

（参考）３ 社員の自己理解を深めるツールを紹介する

社員のキャリア形成支援に課題を抱える企業が多い課題

対応策

社員のキャリア形成のためのツールを紹介することができる効果

job tagの自己理解ツールを紹介する

社員

トップページ 「適職を知る」

job tagには、自己理解を深めるための

５つのツールがあります。

✓ 職業興味検査

✓ 価値観検査

✓ Gテスト

✓ しごと能力プロフィール

✓ ポータブルスキル見える化ツール

職業興味検査結果 価値観検査結果

しごと能力プロフィール ポータブルスキル見える化ツール

職業興味検査・価値観検査
では、「やりたい」ことや「重要」だと思

うことなど数十個の設問に回答するこ

とで、興味や価値観の方向性が分か

ります。

しごと能力プロフィール
では、「スキル」、「知識」、「興

味」、「仕事価値観」、「仕事

の性質」の各項目について自

身の数値を設定することで、

キャリア等の棚卸ができます。

ポータブルスキル見える化

ツールでは、９つのポータブルス
キルに関する設問に回答すること

で、自身のポータブルスキルの傾

向がレーダーチャートで分かります。
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1.顧客企業の理解 2.求人要件整理 3.求人票作成 （参考）その他の活用

（参考）４ 社員の不足スキルを把握するツールを紹介する

社員の育成に課題を抱える企業が多い課題

対応策

人材育成に有効なツールを紹介することができる効果

各部署のマネージャーが部下の不足スキルを確認できる「人材活用シミュレーション」を紹介する

job tagトップページ

STEP.1 現在の人材に近い職業を選択

STEP.2 人材プロフィール値の任意設定

STEP.3 将来あるべき人材に近い職業を選択

STEP.4 将来あるべき人材のプロフィール値の

任意設定

部下の

・スキル

・知識

・仕事の性質

の数値を設定します。

将来あるべき人材の

・スキル

・知識

・仕事の性質

の数値を設定します。

人材活用シミュレーション分析結果

人材開発担当者

各部署のマネージャーに社員の不足スキルの洗い出しを依頼

各部署のマネージャーは人材活用シミュレーションで

部下の不足スキルを洗い出す

人材活用シミュレーション

人材開発担当者

人材開発担当者に

分析結果を提出

分析結果を基に

研修内容を検討

人材活用シミュレーション

の活用例
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1.顧客企業の理解 2.求人要件整理 3.求人票作成 （参考）その他の活用

（参考）５ 職務定義表の作成を支援する

自社や部署ごとの職務内容を整理できていない企業が多い背景

対応策

✓ 外部労働市場に即した組織開発ができる

✓ 組織と個人の目標を一致させることができる

✓ 部署の目的や責任範囲を明確化することで意思決定がスムーズにできる

✓ 人員追加や配置変えの際に、対象者への説明がしやすくなる

✓ 全部署を俯瞰し業務の漏れがないかを確認できる

✓ 全社員で共有することで、他部署との連携がスムーズになる

効果

job tagの職業情報をもとにした職務定義表の効果を説明する

例：電車運転士の職務定義表


